
光丘高等学校令和４年度　　　第二学年「古典Ｂ」　　年間授業計画

教科：（  国語  ）科目：（  古典B  ）単位数：（　　３　　） 　　　対象：（第２学年１組、２組、４組～６組）

使用教科書 第一学習社　標準古典B　３５３

使用教材

「基礎から学ぶ解析古典文法」桐原書店
「さくらさく古文単語」浜島書店
「新訂国語図説五訂版」京都書房
「二訂版カラー小倉百人一首」京都書房

・百人一首57番～64番の歌を味わう。
・用言の活用の復習をする。
・助動詞の用法について理解する。

・比較的短い説話を読んで、古文に親しみを持ち、話のお
もしろさを理解する。

・機知に富んだ歌を読み味わうことで、日本語の言語文
化に理解を深める。
・和歌の修辞について学習する。

・百人一首41番～48番の歌を味わう。
・用言の活用の復習をする。
・助動詞の用法について理解する。

・日記的実録的な章段を読み、当時の宮廷生活や、清少
納言と中宮定子の関係について、理解を深めさせる。

・『更級日記』の文学史的意義を理解し、筆者の心情に共
感しながら、文章を味わうことができる。

更級日記
門出
源氏の五十余巻

1
0
月

・否定・仮定・使役などの句形の読みと意味とについて理
解し、それに即して口語訳をする。
・故事や寓話にこめられた古代中国人のものの見方・考
え方を味わう。

1
1
月

漢文
画龍点睛
推敲

百人一首⑧

枕草子
中納言参り給ひて

・三大随筆について理解し、『枕草子』の文章表現の巧み
さを味わう。

９
月

枕草子
春はあけぼの

６
月

７
月

５
月

・日本最古の和歌集である万葉集、最初の勅撰和歌集で
ある古今和歌集、藤原定家が編纂した新古今和歌集の
歌風の違いを把握し、時代によって変化するものと変わ
らないものについて理解する。

古今著聞集
小式部内侍が大江山の
歌の事

百人一首⑥

万葉集
古今和歌集
新古今和歌集

４
月

1
2
月

古本説話集
平中が事

指導内容
【年間授業計画】

科目古典Bの具体的な指導目標
【年間授業計画】

百人一首⑨
・百人一首65番～72番の歌を味わう。
・用言の活用の復習をする。
・助動詞の用法について理解する。

評価の観点
方法

・内容の理解と定着
・復習プリント、ノート
・授業中の取り組み 5

6

15

・内容の理解と定着
・復習プリント、ノート
・授業中の取り組み

・内容の理解と定着
・復習プリント、ノート
・授業中の取り組み

6

6

6

10

・内容の理解と定着
・復習プリント、ノート
・授業中の取り組み

10

6

・内容の理解と定着
・復習プリント、ノート
・授業中の取り組み

・内容の理解と定着
・復習プリント、ノート
・授業中の取り組み

・内容の理解と定着
・復習プリント、ノート
・授業中の取り組み

・内容の理解と定着
・復習プリント、ノート
・授業中の取り組み

・内容の理解と定着
・復習プリント、ノート
・授業中の取り組み

年間授業時数 105

百人一首⑦
・百人一首49番～56番の歌を味わう。
・用言の活用の復習をする。
・助動詞の用法について理解する。

・内容の理解と定着
・復習プリント、ノート
・授業中の取り組み 6

・内容の理解と定着
・復習プリント、ノート
・授業中の取り組み 9

予定
時数



光丘高等学校令和４年度　　　第二学年「古典Ｂ」　　年間授業計画

教科：（  国語  ）科目：（  古典B  ）単位数：（　　３　　） 　　　対象：（第２学年１組、２組、４組～６組）

使用教科書 第一学習社　標準古典B　３５３

使用教材

「基礎から学ぶ解析古典文法」桐原書店
「さくらさく古文単語」浜島書店
「新訂国語図説五訂版」京都書房
「二訂版カラー小倉百人一首」京都書房

指導内容
【年間授業計画】

科目古典Bの具体的な指導目標
【年間授業計画】

評価の観点
方法

年間授業時数 105

予定
時数

平家物語
祇園精舎
忠度の都落ち

・『平家物語』冒頭にあるように、諸行無常に関する
・琵琶法師の語りによるリズム、韻律を踏んだ流麗な文
章を味読する。
・『平家物語』特有の語彙、語法、修辞などに注意し、適
切な解釈、口語訳ができるようにする。
・忠度と定家の別れの場面を想像して理解し、その生き
ざまを考察する。

・内容の理解と定着
・復習プリント、ノート
・授業中の取り組み

14

6
百人一首⑩

・百人一首73番～80番の歌を味わう。
・用言の活用の復習をする。
・助動詞の用法について理解する。

・内容の理解と定着
・復習プリント、ノート
・授業中の取り組み

３
月

１
月

２
月


